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編
・
集
・
後
・
記 

■
私
た
ち
の
子
ど
も
の
頃
の
習
い
事
と
い
え

ば
、
ピ
ア
ノ
、
野
球
、
習
字
、
そ
ろ
ば
ん
が
主

流
だ
っ
た
。
令
和
の
時
代
に
な
る
と
、
習
い
事

も
多
岐
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
関
係
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
英

会
話
、
ダ
ン
ス
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
も
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
私
自
身
も
、
小
学
生
の
こ
ろ
は
エ
レ

ク
ト
ー
ン
を
習
っ
て
い
て
年
に
１
回
あ
る
発

表
会
で
演
奏
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。
■
時
は
流
れ
、
知
人
に

誘
わ
れ
て
和
太
鼓
を
始
め
た
の
が
２
０
０
９

年
の
初
夏
の
こ
ろ
。
始
め
た
こ
ろ
は
今
み
た

い
な
ス
マ
ホ
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
先
輩
方
が
演
奏
し
て
い
る
リ
ズ
ム
を
聞

き
な
が
ら
、
譜
面
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
追

い
か
け
て
必
死
に
曲
を
覚
え
て
い
た
。
大
太

鼓
や
締
め
太
鼓
、
か
か
え
桶
太
鼓
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
太
鼓
を
打
て
る
よ
う
に
な

り
、
ど
っ
ぷ
り
と
和
太
鼓
の
魅
力
に
ハ
マ
っ

て
し
ま
っ
て
早
や
17
年
。
大
人
に
な
り
習
い

事
を
ま
た
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
、
こ
ん
な

に
長
く
続
け
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

が
、
今
や
私
の
中
で
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
諸
事
情
で
少

し
お
休
み
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
ち

ょ
っ
と
行
き
詰
ま
っ
て
く
る
と
ペ
ン
を
バ
チ

に
持
ち
替
え
て
気
分
転
換
を
し
て
い
る
。
■

さ
て
、
冒
頭
の
子
ど
も
た
ち
の
習
い
事
に
戻

る
。
私
の
所
属
し
て
い
る
太
鼓
チ
ー
ム
に
も

現
在
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
入
会
し
て

く
れ
て
お
り
、
こ
の
夏
初
め
て
の
本
番
演
奏

を
経
験
し
て
く
れ
る
子
達
も
お
り
、
ワ
ク
ワ

ク
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
私
も
初
心
に
返

り
、
さ
ら
に
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
も
っ

と
も
っ
と
楽
し
も
う
と
思
う
。(

え) 

 

ク
リ
ン
ソ
ウ 

木
地
師
の
里
で 

鮮
や
か
に 

 

５
月
24
日
、
び
わ
湖
東
近
江
シ
ー

ト
ゥ
ー
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
永

源
寺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て
日

本
コ
バ
登
山
口
の
ダ
ム
右
岸
で
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
、
参
加

さ
れ
た
人
に
地
元
の
饅
頭
と
政
所
茶

を
提
供
し
ま
し
た
。 

今
年
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
過
去
最

高
の
３
１
６
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
家

族
や
同
僚
と
参
加
さ
れ
た
人
も
多

く
、
中
に
は
戦
国
武
将
の
格
好
を
し

た
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
元
宇
宙
飛
行
士
の
若

田
光
一
さ
ん
は
「
宇
宙
も
良
い
け
れ

ど
地
上
は
美
味
し
い
物
も
た
く
さ
ん

食
べ
ら
れ
る
し
、
何
よ
り
こ
の
景
色

が
素
晴
ら
し
い
」
と
、
ま
た
、
親
子

で
登
ら
れ
た
方
は
「
小
学
生
の
娘
に

支
え
ら
れ
て
登
れ
ま
し
た
。」と
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
た
め
に
有
志
で
谷
か
ら

水
を
引
い
た
白
衣
観
世
音
水
（
有
志

で
命
名
）
が
大
人
気
で
冷
た
い
水
で

顔
を
洗
っ
た
り
頭
か
ら
水
を
浴
び
て

お
ら
れ
ま
し
た
。 

元
宇
宙
飛
行
士 

若
田
光
一
さ
ん
も
参
加 

過
去
最
多
の
316

人
が
自
然
を
体
感 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
も
ス
タ
ッ
フ
で
参
加 

３
年
ぶ
り
に
鈴
鹿
10
座
が
コ
ー
ス
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
お
も
て
な
し
を
担
当 

谷から引いた冷水が大好評 



  

 

  

  

人口減少に伴う地方の衰退が問題と

なっている日本。そんな中でも、知恵と

工夫、そして努力と挑戦する力で元気

を取り戻している地域があります。 

本書では、全国４７都道府県から、地

域の底力が感じられるような事例を集

めて紹介しています。滋賀県からは、蛭

谷地区における木地師の復活や、集落

を離れた人々ともつながる君ヶ畑地区

の様子などが取り上げられています。 

 

滋賀県の伝統的な民家を調査し、 

そこに住み続けておられる人々の

思いや伝承されている生活文化な

どを紹介した本書。 

古民家を知るための「にわ」や「で

い」「でぇ」などの民家語彙、「小黒

柱」や「ミズヤ」といった建築用語や

古民家の類型とその分布のほかに、

東近江市の古民家として、黄和田の

疋出善一氏宅が紹介されています。 
 

作家の手作り作品が集合 
今年で一区切り、奥永源寺森の工芸市 

シロヤシオ・シャクナゲを愛でる 
八風峠～石榑峠登山ツアー 

 
 

ホタルの棲むまち永源寺 
もう見つけましたか？ 

初夏の美しい自然の中で工芸品を楽しむ「森の工
芸市」が、５月２３～２５日まで蛭谷町の木地師資
料館周辺で開催されました。 
古民家を利用した会場では、木地師や木工作家、

漆芸家、陶芸家、ガラス作家など、１４職種の作家
約２０人が丹精込めて制作した自慢の作品を展示
販売。来場者は関心のある工芸品が見つかると、作
品の特徴や想いを作家から直接聞きながら品定め
をしていました。またワークショップやフードの販
売もありました。約１５年間、春と秋に開催されて
きたこの催しは今回で一旦終了となります。実行委
員会の北野清治さんは「長く続けてきましたが一区
切りとし、初心に帰って出来ればまたいつか再開し
たい」と話しておられました。 

 滋賀県の環境保全市民運動（ごみの散乱防止に関
する条例）の環境美化の日に合わせて、５月３０日
にごみゼロ大作戦を行いました。 
まちづくり協議会環境部の呼びかけで、永源寺リ

トルスターズの皆さん、赤十字奉仕団の皆さん、市
職員、地域の皆さんら約５０人が参加し、ふるさと
文化体験学習館を起点として４コースに分かれてご
み拾いを行いました。活動後には花いっぱい運動と
して花苗を持って帰っていただきました。 
綺麗に見えている道でも歩いてみればタバコ、瓶、

缶、農業用ポリなど様々なごみがあり、日常の心が
けが大切であることを実感しました。 

 

『４７都道府県の底力がわかる事典』 

葉上 太郎/著 文藝春秋（2021 年） 
 

永源寺地域が登場する本・雑誌 
 

永源寺図書館提供  

  

ポイ捨てやめて!! 
球児も参加 ごみゼロ大作戦 

 

５月１７日、満開のシロヤシオやシャクナゲの群
落を見に行く登山ツアー「八風峠から石榑峠へ」（ま
ちづくり協議会主催）があり、スタッフ含め１６人
が参加しました。当日は雲ひとつない晴天で、空の
青さや山々の新緑、山間を吹き抜ける涼しい風が身
体の疲れを癒してくれ、予定時間より早く下山する
ことができました。 
今年は開花が早いと心配していましたが、シロヤ

シオやシャクナゲまた満開の山つつじのほか、イワ
カガミの群生が参加者を出迎えてくれ、楽しい登山
となりました。 
下山後、道の駅で地元のボランティアさんで運営

する「えんがわ喫茶」の美味しいコーヒーをご馳走
になり帰路につきました。 

 

『古民家は語る』 

吉見 靜子／著  新評社 (2013） 

 

まち協情報版６月
号でお知らせしまし
たホタルは、蒸し暑
い夜７時から９時ご
ろにオスが点滅しな
がら飛び回り、メス
は草むらで光りオス
に居場所を知らせて
います。川には「ゲ
ンジホタル」水田に
「ヘイケホタル」山
に「ヒメホタル」が
生息しています。 

水辺の苔に産み付けられた卵は約１カ月で幼虫に
なり、水の中でカワニナを食べながら約 9カ月の間
に脱皮を繰り返して翌年４月上旬雨の夜に岸に上が
り、土の中で“まゆ”を作ります。約５０日で成虫
になり飛び回るようになります。長い月日を経て成
虫になるのですが、寿命は約１～２週間と聞くとホ
タルの光は尊く感じられます。 
これからもホタルが棲む環境を守りたいですね。 

自然の恵みに出会う場所 

ジェラートショップ 香想 

キャンプ場・アウトドア あいきょうの森 

〒527-0213 滋賀県東近江市和南町 1572-2 

TEL：0748-27-1600 FAX：0748-27-1626 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
も
歴
史
探
訪
事
業
「
千
草

街
道
を
往
く
」
を
４
月
２５
日
に
実

施
し
ま
し
た
。
７
時
２５
分
に
登
山

口
を
出
発
し
、
予
定
通
り
三
重
県

朝
明
キ
ャ
ン
プ
場
に
１６
時
２０
分

に
到
着
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

お
天
気
に
恵
ま
れ
参
加
者
２９
人
、

ス
タ
ッ
フ
１１
人
元
気
に
踏
破
し

杉峠で。みんな笑顔で集合写真 

甲津畑町では、毎年「千草街道を往く」事業の時期

に合わせて、林道及び登山道の整備を実施されていま

す。林道部分は、東近江市からの「千草街道維持管理

業務委託事業」により、重機を使っての土砂や落石の

除去等を中心に行っていますが、近年は集中豪雨や豪

雪により大きな崩落が続出しています。登山道部分

は、以前から住民によるボランティアで丸太橋の架け

替えや登山道整備など、人力による作業を続けておら

れます。 

 しかしながら、業者発注をするにも経費が増大して

おり、ボランティア参加人数も限られてきました。歴

史文化を保存・伝承するには、経費と人員の確保が必

要であるというのも事実であります。 

 

根の平峠までもう少し 

ま
し
た
。 

織
田
信
長
も
通
っ
た
歴
史
街
道

や
、
鉱
山
で
働
い
て
い
た
方
の
住

居
跡
、
炭
焼
き
の
窯
跡
、
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
バ
カ
マ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
等
に

つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
し
、

参
加
さ
れ
た
方
は
歴
史
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、
新
緑
に
囲
ま
れ
た

登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

到
着
の
朝
明
キ
ャ
ン
プ
場
で

は
、
数
年
前
か
ら
交
流
を
深
め
て

い
る
菰
野
町
役
場
や
観
光
協
会
の

方
の
出
迎
え
を
受
け
、
今
年
の
秋

に
甲
津
畑
町
ま
で
千
草
街
道
を
登

山
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
さ
れ
る

こ
と
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

ザイルを頼りに慎重に 

協力して谷を徒渡 

朽ちた橋を迂回して 

川に石を並べ渡りやすくするなど、心遣いのある作

業をする有志の皆さん 

整備前 整備後 整備中 

人力では無理な作業は業者に依頼して整備 



 

 

 

令和８年度永源寺地区まちづくり協議会の総会を

5 月 16 日、永源寺コミュニティセンターで行いま

した。 

 総会には自治会長や各団体の関係者など約 70 人

の出席をいただき、提案した 7議案すべてを原案の

とおり可決、承認いただきました。 

 

永源寺地区まちづくり協議会 令和８年度総会 

役員は全員再任  

 全 7議案すべて可決・承認される 

令和 8年度事業計画 
 
■まちづくり計画の推進 

 ◇環境にやさしいまちづくり 

  ・ごみゼロ大作戦 

・エコキャップ等の回収 

  ・寄せ植え教室 

・不要品譲渡会 

  ・ホタルの棲む環境づくり 

  ・大型金属資源回収 

 ◇誰もが笑顔で暮らせるまちづくり 

  ・おせちのお届け 

・友愛訪問事業 

 ◇次代を担う人材を育むまちづくり 

  ・子育て拠点「えにし」の運営 

  ・つどいの広場「やまびこ」の開設 

  ・子育て応援フェスタの支援 

  ・婚活イベントへの参加 

 ◇地域の活力を生み出すまちづくり 

  ・シロヤシオ群の観察会 

  ・サクラ、モミジの植樹 

 ◇誰もが安心して暮らせるまちづくり 

  ・コミュニティ防災講座の協賛 

  ・学校施設の除草作業 

 ◇文化が薫る個性あるまちづくり 

  ・まちづくり情報紙の発行、情報発信 

  ・「東近江市のいいとこ発見」事業 

  ・千草街道を往く、千草街道の整備 

■コミュニティセンターの事業（指定管理） 

 ◇四季を通じたコンサート・イベント 

  ・永源寺桜春うたコンサート 

・みんなのふるさと祭り 

・コミセンシネマ 

 ◇地域の課題解決に向けて 

・まちづくりフォーラム 

・コミュニティ防災講座 

・永源寺元気フェス 

・子育て応援フェスタ 

・コミュニティ安心安全講座 

 ◇地域のみんなで子育て応援 

  ・子どもスポーツチャレンジ 

・親子もの作り教室 

・すくすくジュニアキッズ 

・ストリートダンス講座 

 ◇地域の歴史・文化の再発見 

  ・中学生地域学習講座 

・地域の歴史再発見講座 

・小学生社会まなび講座 

 ◇その他 

  ・森のアトリエ 

・コミセンだよりの発行 

■地域活性化事業等 

  ・みんなの夏休み 

・大本山永源寺ライトアップ 

・スポーツフェスタ（協賛） 

・永源寺みらい会議 

平素は、永源寺地区まちづくり協議会の運営、

事業へのご協力、ご参加をいただき厚くお礼申し

上げます。 

５月１６日の総会において任期満了に伴う役員

改選が行われ、役員全員が再任となりました。改

めて身の引き締まる思いであります。 

４年前に会長に就任し新体制となり、各役員・

部会長さんと共に、事業を遂行することができま

した。これも地域の皆様方、各団体、行政のご協

力があったからこそと、改めて感謝申し上げます。 

思い返せば、各部会員数の増強を行うために「ま

ち協説明会」を実施し、多数の方に部会員になっ

ていただきました。また「みらい会議」のフォー

ラムの結果を踏まえ、地域３学校の校地除草作業

を「まち協」が担当し、多くの方の参加をいただ

き新規事業として実施することもできました。 

これからも、今までの事業を踏襲していくこと

はもちろんですが、地域の方々に喜んで参加して

いただける新規事業も検討しながら、「生まれて良

かった永源寺・住んで良かった永源寺・来て良か

った永源寺」と感じていただけるように進めてい

きたいと思います。 

移住者が多くなり、Ｕターン者も増え、空き家

も埋まっていき、人口減を少しでも止めていける

のが理想です。そのためにも住み良いまちづくり

を目指し、新体制で頑張っていく所存ですので、

皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。 

まちづくり協議会                
会長  福井 均 

 

みんなの夏休み 


